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令和５年 11 月 

大和保育所 

岩﨑 髙栁 伊藤 

薄着をおすすめしますが、決して寒いのを我慢させることではありませ

ん。皮膚が直接外気に触れて寒さを体験する事で、自律神経が鍛えられま

す。気温の変化や外気温に対する抵抗力が強くなって、風邪を引きにくい

丈夫な身体作りが目的です。 

―衣服の上手な着せ方― 

➀下着はきちんと着ましょう。薄手の重ね着で空気の層を作った方が厚手

の物を一枚着るより保温性が高まります。 

➁冬も綿が一番。アクリルや裏起毛は、すぐ汗をかく子どもには刺激が 

        強すぎます（注：汗を吸わないので体が、冷えてしまいます。） 

➂ 手足は出していても、お腹や背中が出ないようにしましょう。 

④大人より1 枚少なめにしましょう。 

       乳幼児は大人より体温が高めで、新陳代謝も盛んなため、 

     厚着は、運動を邪魔し、汗をかいて身体を冷やしてしまいます。 

     寒さは、上着で調節し、活動しやすい服装にしましょう。 

➄風邪を引いている時は暖かくし、汗でぬれた服は風邪の原因になるので 

こまめに着替えましょう。 

⑥敏感肌や乾燥肌の子どもは、寒い日の肌の露出はさけましょう。 

朝晩の冷え込みに秋の気配が深まる頃となりましたが、日中ぽかぽか陽気の中、

子どもたちは散歩や園庭で秋を楽しんでいます。 

この時期はインフルエンザ、風邪などの流行期となります。感染予防の基本で

ある「手洗い・個人の状況に応じたマスクの着用を含む咳エチケット」を皆で

頑張っていきましょう。 

鼻水は、鼻を通る空気の速さや、温度、湿度、空気に含まれるゴミなどの刺激によって出ます。 

鼻づまりは、細菌やウイルスや冷たい空気が入ってくると、鼻の粘膜の下の血管が腫れて空気の通り道が狭くなります。 

この状態が鼻づまりといいます。 

いつも鼻水をためたままにしておくと、鼻やのどの粘膜が炎症を起し、他の病気を招きます。 

また、鼻水をすする事は、細菌の付いた鼻水が耳まで達し中耳炎を起こすことがあります。 

頻繁に子どもの発熱の原因になっています。こまめに鼻をかみ、鼻の通気を良くしておきましょう。 

 

 

10 月に年少以上のお子さんへ、鼻のかみ方指導をおこないました。

小さい子どもにとって、正しく鼻をかむ事は大変難しい事です。片

方ずつ優しくかむこと、かんだ後は石けんで手を洗うことを伝えて

います。お家でも、お子さんの鼻のかみ方をみてあげてください。 

◆10月 10日 歯科検診がありました。 
歯科健診では虫歯がある子より、歯並び、かみ合わせの異常を指摘されるお子さん

が多く、当園児の 1/3 を占めるほどでした。顎が小さい方が多いそうで、普段か

らの姿勢に気をつける、口呼吸ではなく鼻呼吸を意識する、家庭では大人が子ども

の食事摂取状況を見守ることができるときに、食材を大きめにカットしたり、ゆが

く時間を少し短くしたりと、子どもがよく噛むように工夫するとよいとのことでし

た。当日欠席していた方は早めの受診をお願いします。「検診結果のお知らせ」をもらった

方は、歯科受診し結果の提出をお願いします。（歯科医と相談のうえ、経過観察中の方は

保護者の方のサインでよいです） 

 

１０月に発症した感染症 

アデノウイルス  つくし５名 ちゅうりっぷ３名   

りんご２名 みかん２名 ぶどう

８名  

胃腸炎 つくし 3 名 みかん１名 ぶどう 1名 

    （その他嘔吐下痢症状  ３０名） 

インフルエンザ みかん２名 ぶどう 1名 

突発性発疹 つくし 1 名 

 

 

アデノウイルス感染と嘔吐下痢
の症状でお休みされた方が幅広
い年齢から報告がありました。
特に、診断がついていませんが
嘔吐下痢症状で休まれた方が、
３０名にのぼりました。 
また少しずつインフルエンザが
聞かれました。今後、寒く空気
が乾燥する時期になり増加して
いく可能性があります。10 月に
手洗い指導と鼻のかみ方指導を
行っています。お家でも実践し
感染対策のお役にたてたらと思
います。 



  

           

★11月 9日は「換気の日」 

 「いい空気」と読ませることから換気の日と言われています。 
 
 ウイルスを追い出すには、『換気』が一番有効です。 
 
  
  空気（風）の通り道をつくり、１時間に１回、 
  ５分程度の換気を心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

★11月 8日は「いい歯の日」 

「８０歳まで自分の歯を２０本残して健康な食生活をしましょうというものです」 
 
 自分で歯みがきをする子も増えてきたと思います。 
 
 自分でみがける子でも、最後はきちんと仕上げみがきを 
 してあげましょう。 
 
 ★歯科検診で受診表をもらわれた子どもさんは、 
 虫歯は早めの治療をし、歯並び・かみ合わせについては、 
 定期的に受診をしていきましょう。 

★11月 12日は「皮膚の日」 
空気の乾くこの時期は、保湿機能が未熟な子どもの肌は、バリヤ機能が低下し 
かゆくなってしまいます。放置すると、かゆみから掻き壊しどんどん治りにく
くなってしまいます。敏感肌の子どもは、注意しましょう。 
 
肌対策は・・・・ 
①タオルでゴシゴシと強くこすらず、お風呂上りには、出来るだけ 
 早く保湿クリームを塗りましょう。 
②衣類はチクチク・ゴワゴワしない素材を選びましょう。 
③爪は、短く切っておきましょう。 

★★★ 今日は何の日 !? ★★★ ◆湿度が５０％以下になると、皮膚の乾燥が始まるといわれます。 

 毎日のスキンケアが欠かせません。 

◆入浴時は、石鹸の泡で手を使い、優しく洗う。 

◆石鹸分は良く流す。拭く時はこすらない。 

◆入浴後は保湿剤を塗る。※医師・薬剤師に相談すると良いでしょう。 

◆赤みやブツブツがあれば炎症を抑える薬も必要です。 


